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⑧
親
子
の
あ
り
方
に
つ
い
て

講
演
会
(
南
久
米
地
区
)

南
久
米
地
区
で
は
、
長
年
教
育
畑
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
玉
井
通
孝
先
生
を
招

い
て
、
七
月
二
十
日
に
講
演
会
を
聞
き

ま
し
た
。
心
身
共
に
健
全
で
情
緒
豊
か

な
子
供
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
親

と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
地
域
住
民

と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
た

め
で
す
。

女
性
を
中
心
に
約
八
十
人
が
熱
心
に

聴
講
し
¥
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
の

親
子
問
、
地
区
と
の
か
か
わ
り
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
て
は

婦
人
で
す
。
こ
う
い
っ
た
学
習
活
動
を

通
じ
て
コ
ミ
l

二
テ
f
の
輪
が
広
が
り

ま
す
。日次
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高
齢
化
社
会

平
均
寿
命
の
伸
び
と
と
も
に
、
肉
古

体
の
老
化
・
精
神
の
老
化
は
避
け
ら
日

れ
な
い
も
の
で
す
。
お
年
寄
り
に
何
中

が
大
切
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
他
一

人

事

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

~

い
片
山
回
実
日
哨
一
一
毎
朝
七
時
頃
か
ら
、
ゲ

l
ト
ボ

l

羽
か
矧
匁
到
矧
加
盟

ω
一
ル
の
練
習
を
し
て
体
を
動
か
し
て
い

i
l
l
1
1
1
1
J
J
日
ま
す
。
そ
れ
に
、
食
事
は
栄
養
の
パ

ヨ
オ
オ
オ
オ
オ
A
ι
5
~
一
フ
ン
ス
を
考
え
大
食
を
し
な
い
よ
う

E
じ
炉
が
炉
じ
v
J
S
門
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
家
に
い
る
時

1

1

1

1

1

-

一
一
は
、
心
を
落
ち
着
か
す
た
め
と
ボ
ケ

監

修

医

己

の

防

止

に

写

経

を

し

て

い

ま

す

。

一

日

~

〈

/

ん

l
i
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i
-
-
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L
均

-LB墨
画
軍
事

F

i

k

c

z
z
z
z
g
Z
4
向
〓
議
誠
一
二
¥
鍛

γ

コ

)

i
i
j
s
一
一
一
二
制
麟
協
一
議

弘
法

Z
M盆
ω
日
一
党
、
舗
麟
欝
議
建
知
幣
岡

E

E

t
一

一

威

川

IA

一
喝
、
活
松

ーι
踊
り
、
民
語
、
三
味
線
、
ど
、

上
九
の
人
数
一
一
一
ゲ

i
ト
ボ

l
ル
な
ど
何
に
で
も
子
を

門
出
し
て
い
ま
す
。
食
事
は
野
菜
が
好

引
き
な
の
で
多
め
に
取
っ
て
い
る
く
ら

明
い
で
す
。
月
に
四
十
回
は
何
か
の
用

日
事
で
外
に
出
て
い
ま
す
の
で
、
忙
し

向
い
思
い
を
し
て
体
を
動
か
し
て
い
る

巧
の
が
私
の
健
康
法
で
し
ょ
う
か
。

平
均
寿
命
世
界
一

高

齢

化

社

会

" 

楽
し
ん
で
ま
す
ー
込

熟
年
生
活
続
位

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
男
女
と
も

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
抜
い
て
「
世
界
一
」

に
な
り
ま
し
た
。
(
厚
生
省
調
べ
)

男
は
じ
十
四
-
-
一

O
歳
、
女
は
七
十
九

・
七
八
歳
で
す
o

「
人
生
八
十
年
」
と

言
わ
れ
る
時
代
が
着
実
に
近
づ
い
て

い
ま
す
。

大
洲
市
の
む
年
寄
り
の
占
め
る
割
恰宝口

合
は
、
別
表
の
よ
う
に
、
十
三
・
八
る

%
で
今
後
さ
ら
に
増
え
続
け
る
傾
向
帥口人全弁」数人の上以歳

F
h
d
 
co 
の市洲大

に
あ
り
ま
す
。

老
後
の
生
き
が
い
は
つ
・

だ
れ
で
も
老
人
に
な
り
ま
す
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家
族
の
一
員
と

し
て
の
役
割
を

お
年
寄
り
は
よ
く
「
怒
り
っ
ぽ
い
L

と
か
「
ぐ
ち
っ
ぽ
い
し
と
い
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
な
に
も
意
識
し
て
そ

う
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
な
ら
我
慢
で
き
た
こ
と
が
、
い

わ
ば
理
性
の
ブ
レ
ー
キ
が
緩
ん
で
、

抑
え
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
ま
た
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
「
あ
ん
た
は
ボ
ケ

て
い
る
ん
だ
か
ら
」
と
、
家
族
の
枠

か
ら
は
ず
さ
れ
る
ほ
ど
、
ム
何
年
寄
り

に
と
っ
て
悲
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
体
の
許
す
限
り
適
度
な
運
動
と

仕
事
を
し
て
も
ら
い
、
家
族
の
一
員

と
し
て
の
役
割
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

同
時
に
、
他
人
と
の
交
際
や
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
家
族
み
ん
な
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ず

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

血
の
通
っ
た

おお

お
年
寄
り
は
、
だ
れ
で
も
狐
独
感

を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、

広報

い
ち
ば
ん
頼
り
に
な
る
の
は
、
温
か

い
、
血
の
通
っ
た
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で

す
。
自
分
は
独
り
ぼ
っ
ち
で
は
な
い

こ
と
を
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

お
年
寄
り
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
つ

で
き
た
潜
在
的
な
適
応
能
力
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
能
力
に
応
じ
て
お
年
寄

り
の
子
助
け
を
す
る
こ
と
こ
そ
、
周

り
に
い
る
私
た
ち
の
責
任
と
い
え
ま

す。

よ
く
耳
を

傾
け
て
あ
げ
る

年
を
と
る
と
、
こ
れ
と
い
っ
た
原

因
も
な
い
の
に
体
の
不
調
を
訴
え
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
、
軽
く
あ
し
ら
っ
た
り
、
見
え
透

い
た
気
休
め
を
い
う
の
は
い
け
ま
せ

ん。
訴
え
を
十
分
に
聞
き
、
本
人
が
希

望
す
る
な
ら
、
病
院
に
も
連
れ
て
い

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
お

医
者
さ
ん
に
症
状
を
事
前
に
知
ら
せ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
「
気
の

せ
い
で
す
よ
し
な
ど
と
い
わ
れ
て
は
、

元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
番
大
切
な
こ
と

社
会
参
加

お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
何
よ
り
大

切
な
の
は
心
身
の
健
康
で
あ
り
、
特

に
気
持
ち
の
持
ち
方
、
生
き
が
い
を

持
つ
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

高
齢
者
と
い
っ
て
も
、
老
化
度
に

大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

人
を
一
括
し
て
お
年
寄
り
と
し
て
、

ゲ
i
ト
ボ

l
ル
、
碁
将
棋
な
ど
も
っ

ぱ
ら
遊
び
暮
ら
す
よ
う
に
す
る
の
が

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
か
と
言
っ
た

ら
問
題
が
残
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

は
確
か
に
お
年
寄
り
の
楽
し
み
で
す

が
、
子
ど
も
の
世
話
な
ど
お
年
寄
り

な
り
の
社
会
参
加
で
、
社
会
人
と
し

て
の
満
足
感
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と
が

生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

敬
老
年
金

大洲市

タ
オ
ル
を

お
渡
し
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
長
年
社
会
の
た
め

に
尽
さ
れ
た
お
年
寄
り
に
感
謝
す
る

た
め
に
、
「
敬
老
年
金
(
五
千
円
ご
と

「
タ
オ
ル
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
者
九
月
十
五
日
現
在
、
大
洲

市
に
引
き
続
き
三
か
月
以
上
住
ん

で
い
る
人
で

l

-
敬
老
年
金
は
八
十
歳
以
上
の
人

・
タ
オ
ル
は
七
十
歳
以
上
の
人

お
渡
し
す
る
日
時

九
月
十
七
日

1
二
十
一
日

(
九
時

1
四
時
半
)

場

所

肱

南

地

区

l
福
祉
事
務
所

肱
北
地
区

l
老
人
福
祉
セ
ン

タ

そ
の
他
の
地
区
各
連
絡
所

用
意
す
る
も
の

・
敬
老
年
金
敬
老
年
金
証
、
印
鑑
、

通
知
の
は
が
き

・
タ
オ
ル
印
鑑
、
通
知
の
は
が
き

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
へ

E
@
2
1
1
1
内
線
2
7
5

春賀
梶原 守さん
(76歳)

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
を
す
る
と
、
心
が

晴
れ
ば
れ
と
し
て
、
非
常
に
健
康
に
良

い
で
す
。
私
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
健
康

部
長
を
し
て
い
る
の
で
、
お
年
寄
り

の
人
全
員
に
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
。

3 -

市
木

上
田
芳
文
さ
ん

(86歳)

七
月
二
十
五
日
、
旧
北
中
グ
ラ
ン

ド
で
ゲ
l
ト
ボ

l
ル
を
楽
し
ん
で
い

る
お
年
寄
り
を
取
材
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
最
高
齢
者
が
八
十
六
歳
の

土
川
さ
ん
で
し
た
。

A
7
で
も
家
の
仕

事
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。



ずお

内
田
カ
ン
さ
ん
県
内
最
長
寿

お

こ
と
し
も
恒
例
の
「
大
洲
市
長
寿
番
付
し
を
お
届
け
し
ま
す
。
大
洲
市
の

最
高
齢
者
は
徳
森
の
内
田
カ
ン
さ
ん
で
、
明
治
十
二
年
一
月
生
ま
れ
の
百
五

歳
で
す
。
内
田
さ
ん
は
愛
媛
県
の
最
高
齢
者
で
も
あ
り
ま
す
。

九
十
歳
以
上
の
人
は
、
七
月
十
九
日
現
在
で
九
十
九
人
で
昨
年
に
比
べ
ま

す
と
五
人
増
え
て
い
ま
す
。

広報

女(S 59. 7.19現在)男

内田カ

105歳

横

綱

菊池満保

阿蔵101歳

村中98歳沖内フジエ

田菅97歳有友ムメカ

番付以外で90歳

以上のお年寄り

森

森
一
宮
一
木

若
一
柚
一
大
一
中
一
米
一
森
一
中
一
新

キナ

穂

徳

92 

歳

矢
野
武
代
(
大
竹
)

一
川
出
翠
賓
(
大
洲
)

岩
村
ツ
子
ヨ
(
蔵
川
)

中
田
コ
チ
エ
(
東
宇
山
)

二
宮
ヨ
シ
ノ
(
柚
木
)

梅
田
キ
ミ
ヱ
(
大
洲
)

一
増
岡
フ
ク
ヨ
(
藤
縄
)

向
井
マ
サ
ノ
(
柚
木
)

一
竹
倉
ミ
ド
リ
(
新
谷
)

h 

Iコ

木

口

口

口

91 

歳

96歳

後
藤
シ
ゲ
コ
(
恋
木
)

久
保
シ
ゲ
コ
(
菅
田
)

松
下
ミ
カ
ノ
(
大
洲
)

篠
崎
千
里
(
若
宮
)

松
下
ム
メ
ヨ
(
松
尾
)

大
針
美
文
(
市
木
)

西
田
カ
ヲ
リ
(
東
宇
山
)

田

市

田

村
上
ト
ラ
エ
(
菅
田

不
老
サ
サ
ヨ
(
田
口

西
山
キ
ヨ
ミ
(
蔵
川
)

兵
頭
夕
、
不
オ
(
柚
木
)

清
水
キ
ク
エ
(
市
木
)

三
瀬
ト
ミ
エ
(
五
郎
)

大
川
ミ
ヤ
ノ
(
柳
沢
)

洲
一
村
一
津

山

田

木

木

田

洲

沢

柚
一
柚
一
菅
一
大
一
柳

議
一
頃
一
頃
一
品
一
義
一
歳
一
歳
一
歳
一
議
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳

師
二
所
二
げ
ニ
モ
一
恒
一

4
一
4
一
4
一
4
一
4
一
4
一
4
一
3
一
3
一
3
一
3
一
3
一
2

C
G

一G
U

一
c
u
-

口
υ

一口
υ

一Q
u
-
Q
d

一
Q
U

一
Q
d

一Q
d

一Qυ

一Q
U

一Q
U

一Q
U

一Q
U

一Q
U

一Q
d

一Q
U

東

川本ウタノ

五阿輔ラク

植木ユキ工

藤枝キヨミ

矢野ツヤ

都築ミチヨ

畑Jl[キクヨ

保積イマ

袖岡スミ

上岡シゲル

菊池ウシヨ

石田タマヨ

谷村トラエ

石丸サワ

二宮スエヨ

大野百代

久保田ナヲヨ

福住

大
関
一
関
脇
一
小
結

尾松100歳梅吉石本

田菅95歳

工チミ司、

2 

3 

4 

5 

6 

7 

田

上須戒

喜多山

八多喜

大洲

新谷

市

黒

8 口田

9 

10 

11 

アイ

14 

15 

16 

17 

18 

菅95歳

木

木

12 

13 

木

木

よ也

田

谷
一
戒
一
戒

一Z
貝
一
百
九

柚
一
市
一
平
一
菅
一
新
一
上
一
上

田

大

野田

口

川I

議
一
歳
一
歳
一
蔵
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
議
一
歳
一
歳

9
一
4
一
例
一

4
一
3
一
2
一
2
一
位
一

2
一
l
一
l
一
l
一
1
一
1
一
回
一

l
一
1
一目

村上桐夫

村岡政雄

村本音五郎

水本徳重郎

守野勇太郎

大野喜代衛

高尾房雄

菊地攻衛

井上正吉

清水久右衛門

平田朝夫

奥野浅治

東 新太

冨永吉雄

山越百一

西山寿太郎

上田惣太郎

松田茂雄

中川綾雄

勇
F品『

ー邑

森
田
マ
サ
エ
(
米
樟
)

一
松
田
マ
ツ
ノ
(
田
口
)

一
白
石
ヲ
イ
ヤ
(
高
山
)

一
井
上
カ
ツ
ヨ
(
平
野
)

一
泉
ハ
ヤ
(
大
洲
)

一
大
隅
初
子
(
田
口
)

一
村
上
カ
ツ
ヨ
(
平
野
)

一
船
先
信
子
(
市
木
)

矢
野
誠
(
春
賀
)

松
原
正
一
(
黒
木
)

石
村
俊
一
郎
(
五
郎
)

高
岡
福
太
郎
(
五
郎
)

梶
谷
永
五
郎
(
上
須
戒
)

安
川
重
照
(
中
村
)

二
宮
熊
男
(
横
野
)

岡
本
照
道
(
蔵
川
)

松
盛
喜
好
(
横
野
)

迫

勇

(

田

口

)

東
千
草
(
八
多
喜
)

矢
野
タ
カ
エ
(
東
宇
山
)

平
木
ヨ
リ
エ
(
若
宮
)

河
野
ミ
ツ
(
中
村
)

三
好
ミ
チ
ヨ
(
徳
森
)

大
野
チ
ト
セ
(
士
一
呂
田
)

城
戸
ス
ミ
エ
(
中
村
)

前
田
ト
メ
(
菅
田
)

松
本
ミ
ヨ
シ
(
常
磐
町
)

土
井
サ
キ
エ
(
阿
蔵
)

松
本
夕
、
不
ヨ
(
田
口
)

坪
田
ヨ
シ
ヲ
(
平
野
)

平
田
熊
男
(
平
野
)

是
津
イ
ヨ
(
新
谷
)

90 

歳
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大洲消防署

ず

，唱，.9積
乙ぢり'

おお広報

あなたの命を守っています

ピ
l
ポ
l
、
ピ

I
ボ
l
。
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
現
場
へ
急
行
す
る
救
急

車
。
大
洲
市
で
、
今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
救
急
車
を
利
用
し
た
人
は
、
三

百
三
十
八
人
に
上
り
ま
す
。
月
平
均
五
十
六
人
が
何
ら
か
の
理
由
で
一
一
九

番
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
、
こ
の
機
会
に
正
し
い
救
急
車
の
利
用
と
応

急
処
置
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の

正
し
い
利
用
を

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
救
急
患
者
三

百
三
十
八
人
の
傷
病
程
度
を
見
て
み
ま

す
と
、
次
の
表
に
な
り
ま
す
。

傷病程度別搬送人員

7人

____rz;z:r一
死

こ
の
よ
う
に
、
出
動
要
請
の
原
因
の

う
ち
に
は
、
必
ず
し
も
救
急
車
を
必
要

と
す
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
か
す
り

傷
や
急
を
要
し
な
い
普
通
の
病
気
な
ど

に
よ
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
は
不
慮
の
事
故
の
た
め
に
待

機
し
て
い
ま
す
。
重
大
な
事
故
が
お
き

て
一
一
九
番
し
で
も
、
救
急
車
が
出
払

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も

す。
前
に
あ
げ
た
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

す
べ
て
生
命
の
源
で
あ
る
酸
素
を
確
保

し
、
死
の
危
険
を
ま
ぬ
が
れ
る
た
め
の

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
次
の
こ
と

を
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

亡

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

(
利
用
で
き
る
時
)

V
火
事
な
ど
の
災
害
に
よ
る
傷
病
者

V
交
通
事
故
や
作
業
中
の
事
故
に
お
け

る
急
患

V
家
で
の
事
故
や
急
病
で
、
自
家
用
車
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
で
搬
送
で
き
な
い
と
き

V
駅
な
ど
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
場

所
で
の
傷
病
者

V
警
察
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き

命が助かる 4つのポイン卜

あ血大出|場合 脈
し当 日子 い意

るカf
場合吸が 場合識が

土合易が いな
な な

止 心人 人
気遣EE L 息血 臓工 工 7Jず

t去 マ呼 日H及子
で、

ツ吸 き

→ナl2主1ミ t去 る
よ

ユ/ つ
法

重

以
上
回
つ
の
方
法
さ
え
知
っ
て
わ
け
ば
、

と
に
か
く
死
の
危
険
か
ら
免
が
れ
る
と

い
う
目
的
は
達
せ
ら
れ
ま
す
。

隊
員
の
芦

応
急
処
置
の
第
一
歩
は
、
そ
の
人
に
…
私
た
ち
が
救
急
現
場
に
出
動
し
て
、
…

f

死
の
危
険
が
せ
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
日
ー

…
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

を
見
抜
く
こ
と
で
す
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
…
}

そ
れ
は
、
応
急
処
置
の
う
ち
で
、
出
一

は
次
の
三
つ
で
す
。

。
…
血
に
対
す
る
処
置
は
み
な
さ
ん
良
く
ご
一

二
意
識
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
…
存
知
で
す
が
、
そ
の
他
、
特
に
意
識
の
…

二
、
息
を
し
て
い
る
か
、
脈
は
あ
る
〉
O

B

A

M

…
な
い
患
者
に
対
し
て
の
、
体
位
の
ま
ず
一

三
、
大
出
血
が
あ
る
か
O

H

h

さ
が
目
に
つ
く
こ
と
で
す
。

こ
の
三
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
後
に
…
意
識
不
明
の
場
合
、
原
因
が
ど
う
あ
…

体
の
ど
こ
か
に
傷
は
な
い
か
ど
う
か
を
…
れ
、
舌
が
の
ど
の
奥
に
お
ち
こ
ん
だ
り
、
…

見
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
こ
の
順
序
を
…
吐
い
た
物
が
つ
ま
っ
た
り
し
て
呼
吸
困
…

誤
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
手
間
ど
っ
て
一
七

f

難
に
な
り
ま
す
。
意
識
の
な
い
場
合
は
、
…

も
な
り
ま
せ
ん
。
応
急
処
置
で
必
要
な
…
問
向
き
に
寝
か
せ
、
首
を
そ
ら
せ
て
、
…

の
は
、
そ
の
場
で
何
を
し
た
ら
良
い
、

H

7

:

JE

ヵ
一
わ
れ
わ
れ
の
到
着
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
…

の
知
識
と
、
そ
れ
を
実
行
す
る
勇
気
で

症

中
等
症

応
急
処
置
を

軽

救
急
法
を

身
に
つ
け
て

大
洲
消
防
署
で
は
、
救
急
法
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

各
地
医
リ
入
は
各
団
体
ご
と
に
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
次
の
科
目
に
つ
い
て
、
指

導
し
ま
す
。

①
人
工
呼
吸
法
②
止
血
法
③
包

帯
法
④
副
子
法
⑤
ぞ
け
ど
処
置

詳
し
く
は
、
大
洲
消
防
署
ま
で

宮

(
ω
2
6
6
5

5 

こ
わ
い
L
P
ガ
ス

事
故
を
防
ご
う

L
P
ガ
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
一
つ

間
違
え
れ
ば
大
惨
事
に
も
な
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
静
岡
県
つ
ま
恋
で
発

生
し
、
死
傷
者
四
十
一
人
を
出
し
た
L

P
ガ
ス
事
故
は
、
元
栓
の
閉
め
忘
れ
が

原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
消
防
署
が
市
内
の
一
般
住
宅
二
一

百
四
十
八
戸
の
防
火
診
断
を
し
た
結
果
、

全
体
の
五
六
・
三
%
に
あ
た
る
百
九

十
六
戸
に
、

L
P
カ
ス
の
取
り
扱
い
上

不
備
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
生
命
と
財
産
が
一
瞬
の
内

に
失
な
わ
れ
る
ガ
ス
事
故
、
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
が
事
故
を
招
き
ま
す
。
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ



予算執行状況(一般会計)
(歳入)31，意6，289万円

3億 382万円

J IE:6，773)jlll 

1倍8，228UI'J

二予算額

図執行額

1 1，意4可912万円

1 i意5，261万円

l位、3可262Jif1j

11豆、:1，663Jil'j 執行額

1(，意7，239力円

1億7，773万円
執行額 104億4，355万円

予算額 102億1，516万円 I億7，646万円
11意7，621万円

110:6，6841jl'j 

1 f古抗，i9'iIjf'l 

1 (立7句8以)iJl' J 
1 f'~8 ， 219 iJ l'J 

2 (J意7，0667;1']

21意7，066万円

3 fGi，8421jl'j 

3 ({I骨，:1341jいl

31.i'i6、000JjflJ 

31.怠6.000万円

7 fi'i8，027万IIJ

7低8，348万円

11 (，(t5 ， 920 Jjド1

14W:6，310)jF'l 
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l::: ・ 231立3，093互立主ー

1世帯当り
みなさんのために

市の予算は
(一般会計)

使われています

81万8，603円

(昭和58年度)
(歳出)

100億6，391万円

予算額

102億1，516万円

10fu8、お日IJI'J 

10f，j品 1291jl'J 

1lf.0.1.1(l:l!jl'J 

11 fG:i，:l:i9Ijl'J 

111心:1，575hIJ]

11 (<JIi，:12!1}jIJJ 

11 (，3:9、61-+ljl'J

12fG ，1~() Ijl'J 

し、

よ 大
7 i'JH 

の
グ H(i
ブ 手[J
ブ

な|ム

と J¥
/-

ま ドJi
と び〕

め lH
て d文
み

ま
し び〉
iル」 f4一e、¥ 
F 

J三
ナζ了， ¥ 
ノプル〕

、J
ま

。

わ
か

や
す

市

の
.L:J.. 
Eコ

所

大

洲

市

財
政
公
表

1人当り

25万4，486円

と 畜 場 11 簡易水道 11 老人保健[1 国保診療所 11国民健康保険， J 

話|間 苦手
特

国 手h
}JIJ 
.6.. 
~ 

計

の
予算現額 530万円 予算現額 3，356万円 予算現額 14億1、739万円 予算現額 2，722万円 予算現額 18億5，321万円 状
収入済額 143万円 収入済額 3、467万円 収入済額 13(意l可505万円 収入清額 3，026万円 収入済額 18億4，829万円

況
支出済額 143万円 支出済額 2，940万円 支出済額 13億 923万円 支出済額 2，553万円 支出済額 17億1，031万円

差引 。差引 527万円 差引 582万円 差日l 473万円 差 51 l億3，798万円

6 -



(市税と住民負担の状況)

固定資産税 市民 1、，民祝

f.;サム1l1'.I¥
院比CTJs位J)

1人当り
1世帯当り

18，566円 1人当り 35，316円
59，722円 1世帯当り 113，601円

たばこ消費税

1人当り
1世帯当り

その他

3，144円
10，112円

1人当り
1世帯当り

l人当り
1世帯当り

3，680円
11 ，838円

21j;日|合 1人当り 61，530丹
計 1世帯当り197，921丹

干~~ 告員 構成比

市 民 手よt 13億 9，661万円 57.4% 

固定資産税 n意3，422万円 30.1% 

たばこ消費税 H意4，554万円 6.0% 

電 λヌ=五=ε 手話 H意2，432万円 5.1% 

軽自動車税 2，973万円 1.2% 

特別土地保有税 220万円 0.1% 

木材引取税 63万円 0.1% 

dEL ヨ 言十 24{;音、3，325王子ドj ユ00.0%

(事業会計の状正

事業会計名 総収益 総費用 当期純利益

工業用水道 603万円 411万円 192!iドj

水 道 21童9，970万円 2億8，473万円 1.497万円

国民宿舎 8，363万円 8，360万円 3万円

病 院 101，意5，480万円 10億3，993万円 1.487万円

( 一般会計性質別状況 ) 

昭和59年 3月31日現在

手重 男リ 面積等 金 害貫

宅 土也 455，813m' 10億 7，513万円

市 山 キ*- 2，839，151 4，290万円

有 田畑 99，836 124万円

財
幸佳 手重 土也 12，695 466万円

建物 153，851 75億 861万円

産 立木 55 ，260m' 3億 5，811万円

の M 政 調 整 基 金 5億 9，486万円

状 国民健康保険財政調整基金 4，558万円

況 士会 上也 開 発 基 金 1億 8，794万円

その他特定目的基金 3，735万円

出 資 金 2，729万円

(
公
債
費
の
状
況

区分 l借入先 l借入件数 1 現在高 l

z聖|大蔵省ほか 255 I 84億6，745万円|
Zスロ I I I 

吏型|大蔵省ほか 32 I 5億6，333万円|
ヱミロ I I I 

合 計 I 287 I 90億3，078万円|
¥，__"，/ 

住等宅貸新付築事資金業 土地取得造成 交通傷害保障

長這 駅こ 優議互
予算現額 11意4，625万円 予算現額 926万円 予算現額 745万円

収入済額 l億3，542万円 収入済額 923万円 収入済額 723万円

7:出j部員 l億4、609万円 支出済額 923万円 支出済額 703万円

1.'引ム 1，067万円 差引 。芳:引 20万円
ノ
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ずおお

1
1
1
9
月
刊
日
は

「
l

農
業
委
員
の
選
挙
投
票
日

広報

九
月
二
十
一
日
任
期
満
了
と
な
る
、

農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
を
、
次

の
と
お
り
執
行
し
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
家
の
代
表
で
す
。

こ
ん
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

O
み
ん
な
の
意
見
を
常
に
よ
く
聞
い

て
く
れ
る
人

O
農
業
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
農
家

の
利
益
を
守
る
人

O
人
格
が
円
満
で
、
正
義
感
が
強
く

実
行
力
が
あ
り
、
公
正
な
人

一
、
投
票
日
九
月
十
四
日
(
金
)

二
、
告
知
一
の
日
九
月
七
日
(
金
)

三
、
立
候
補
受
付
日

九
月
七
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

四
、
選
挙
区
と
委
員
定
数

第
一
選
挙
区
(
大
洲
)
五
人

第
二
選
挙
区
(
平
野
、
南
久
米
)
三
人

第
三
選
挙
区
(
菅
田
、
大
川
)
四
人

第
四
選
挙
区
(
柳
沢
、
新
谷
)
四
人

第
五
選
挙
区
(
三
善
、
粟
津
、
上
須

戒
)
三
人

五
、
立
候
補
の
届
出
場
所

第
一
選
挙
区
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

第
二
選
挙
区
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

第
三
選
挙
区
、
菅
田
連
絡
所

第
四
選
挙
区
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
第
五
選
挙
区
、
八
多
喜
連
絡
所

言
六
、
立
候
補
の
届
出

届
出
は
、
郵
便
に
よ
る
こ
と
な
く

文
書
で
選
挙
長
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

届
出
用
紙
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
、
菅
田
連
絡
所
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
、
八
多
喜
連
絡
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

記
入
方
法
、
添
付
書
類
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
3
0

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

大
洲
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
…

大
洲
市
農
業
委
員
会

「

M
U
J
-
』

こ

の

現

況

屈

は

、

引

き

続

い

て

年

金

一
一
E
一

打

i
!

を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

一
羽
咽
一

-z一
大

切

な

手

続

で

す

。

提

出

し

な

い

と

、

一

一

下

一

一

少

何

年

金

の

支

払

い

を

止

め

ら

れ

る

こ

と

に

一
げ
一
亡
ω

な
り
ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一

一

当

一

を

現

況

届

の

用

語

、

誕

生

月

の

お

よ

一一

4
一

昌

三

か

月

前

に

社

会

保

険

庁

か

ら

お

送

ニ

民

一

町

り

し

ま

す

。

住

所

、

氏

名

を

記

入

の

う

え

一

国

一

献

大

洲

市

役

所

市

民

課

で

証

明

を

受

け

て

、

「
i
L

割

引

直

一

切

手

を

貼

り

、

社

会

保

険

庁

へ

送

っ

て

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
自
分
の
誕
な
わ
、
住
所
が
変
っ
て
い
る
と
き
は
、

F

生
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
別
に
住
所
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

J
J
 

す
の
乞

て
く
絡

μ
近

連

れ
い
お
ヘ

-
J

、
力

一
は
電

ι
f

故

国

ー
ワ
事
四

¢
の
風
醜
ムロ
-
-
E

誕生月に提出を

全
国
消
費
者
実
態
調
査

9
月

i
H
月

固
と
わ
が
家
の
み
ち
し
る
べ

一
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
か
月
間
、

一
全
国
消
費
者
実
態
調
査
を
い
た
し
ま
す
。

叩
こ
れ
は
、
五
年
に
一
度
、
全
国
的
に
実

一
施
さ
れ
る
も
の
で
、
三
か
月
間
家
計
簿

甘
を
つ
け
て
も
ら
い
、
世
帯
の
所
得
、
消

叩
費
、
資
産
の
水
準
や
分
布
を
調
べ
る
も

一
の
で
す
。

一
調
査
さ
れ
た
事
項
は
、
統
計
を
つ
く

で
〈
回
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
調
査
関
係

一
者
が
他
に
漏
ら
す
こ
と
や
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
員
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
民
年
金

係
へ
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
5
7

8 



闘
し
し
あ
が
看
護
法
⑤ 

吸
水
性
が
あ
る
、
肌
ざ
わ
り
が
よ
い
、
洗
濯
に
耐
え
ら
れ
る
|
こ

れ
ら
が
お
む
つ
の
条
件
で
す
。
素
材
は
、
ネ
ル
や
さ
ら
し
が
適
し
て
い

ま
す
。

て
方
は
凶
の
と
わ
り
で
す
。

-
市
川
小
中
小
川
田

お
む
つ
は
広
幅
の
も
の
(
腰
回
り
の

二
倍
の
長
さ
)

A

枚
と
、
泊
幅
(
た
た

ん
で
三
十
セ
ン
チ
幅
に
し
た
も
の
)
を

二
枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
実
際
の
当

①
お
む
つ
カ
バ
ー
を
広
げ
、
汚
れ
て

い
る
お
む
つ
を
汚
物
入
れ
に
入
れ
る
。

体
に
つ
い
た
汚
れ
之
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ベ

ず

広幅おむつは、左石で

折リ、腰σ:幅にする。

② 

おむつカバー

③ 

おむつの当て方

防湿ネット

並幅おむつ

おお

① 

広報

下に寿世l'て 、 ，，/ 
ある日量おむ ¥ ヤー七戸
つの由央にヒ ¥/ 

ダを取リ たくし上

け腹の上で広げる。

2枚重ねた
並幅おむつを

左右交互にた

くし上げ、擦の後

ろにきさ込む。

込川可

。仏1
J
V

おむつの取り替え方

i、史、

④広幅おむつで綬全本を包み

力ハ をかければできあがりの

ー
パ
ー
な
ど
で
前
か
ら
後
ろ
へ
ふ
き
取

る

。

¥

②
体
を
手
前
に
横
向
き
に
し
、
カ
バ

!
と
残
り
の
わ
む
つ
を
背
中
の
ほ
う
に

巻
き
込
ん
で
お
く
(
イ
ラ
ス
ト
④
)

③
熱
い
む
し
ぽ
り
と
乾
い
た
タ
オ
ル

で
体
を
ふ
き
、
パ
ウ
ダ
ー
を
ふ
る
。

④
新
し
い
む
む
っ
と
カ
バ
ー
を
縦
に

半
分
巻
き
、
山
に
な
っ
て
い
る
側
を
、

②
で
巻
き
込
ん
だ
古
い
お
む
つ
の
下
に

押
し
込
む
(
イ
ラ
ス
ト
⑥
)

⑤
一
度
仰
向
け
に
し
て
か
ら
体
を
反

対
側
に
向
け
る
。

⑥
古
い
お
む
つ
を
掠
き
取
り
、
新
し

い
お
む
つ
を
広
げ
る
(
イ
ラ
ス
ト
⑥
)

⑦
ま
だ
ふ
い
て
い
な
い
反
対
側
の
腰

を
③
の
要
領
で
ふ
く
。

仰
向
け
に
し
、
カ
バ
ー
を
止
め
て
で

き
あ
が
り
で
す
。

No.72 

私
た
ち
は
、
現
在
、
同
和
問
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
間

一
題
は
、
す
で
に
明
治
四
年
の
い
わ
ゆ
る

~
「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
制
度
的
に
は
解

↑
決
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に

現
在
に
い
た
る
ま
で
な
む
三
別
が
払
存

一
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
問
題
が
重
大

~
な
政
治
的
か
つ
国
民
的
課
題
で
あ
る
と

一
の
認
識
が
残
り
、
ま
た
国
民
何
日
の
い

一
頼
と
連
帯
に
よ
っ
て
、
土
問
一
パ
の
い
山
ζ
、正義

↑
を
確
立
す
る
と
い
う
取
り
組
み
が
ト
分

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
じ

同
和
問
題
の
解
決
な
く
し
て
い
主
主

義
の
確
立
は
あ
り
え
な
い
と
い
わ
れ
サ

の
も
、
こ
の
ぷ
別
を
放
民
す
，
勺
こ
と
が

そ
の
他
の
人
権
侵
計
ゃ
い
ぷ
別
宏
容
泌
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
旧
民
一
人
-
人

の
山
民
的
権
利
の
確
L

止
に
北
け
を
向
け
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
人
は
、
そ
れ

自

己

の

確

立

人
権
問
題
に
つ
い
て
②

ぞ
れ
が
お
互
い
に
人
間
と
し
て
の
存
在

を
尊
重
し
合
う
と
と
も
に
、
相
手
の
人

権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
自
己
の
人
権
確

立
に
直
接
結
び
つ
く
こ
と
を
自
覚
し
て

そ
の
完
全
な
実
現
の
た
め
に
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人

権

の

確

立

私
た
ち
は
、
日
常
の
生
活
の
中
で
人

権
が
侵
さ
れ
て
い
る
事
実
を
体
験
し
た

と
き
、
同
情
し
た
り
、
い
た
わ
っ
た
り

激
怒
し
た
り
す
る
心
の
反
応
を
一
示
す
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
た
だ
心
に
感
じ

た
だ
け
で
は
川
起
の
松
本
的
解
決
は
果

た
さ
れ
な
い
の
で
す
。
ど
う
し
て
も
、

人
権
問
辺
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

山
川
が
人
権
侵
害
や
差
別
で
あ
る
か
、

事
実
を
正
し
く
見
抜
き
、
正
確
に
と

ら
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

間
そ
の
事
実
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で

起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
原
同
を

確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

間
不
当
な
現
実
の
問
題
に
対
し
て
、
何

を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
、
は

っ
き
り
し
た
展
望
を
ふ
ま
え
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
実
践
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

真
の
人
権
が
確
立
さ
れ
る
の
で
す
。
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肱
川
を
き
れ
い
に
|
。

作
文
、
提
言
な
ど
募
集

「
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
」
〆

で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
/

肱
川
の
環
境
を
ま
も
る
た
め
作
文
、
提

J

言
な
ど
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
/

た
。
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

7

テ
l
マ

F
ハ

O
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
へ
の
作
丹

文
、
提
言
な
ど

r

寸

O
あ

な

た

の

清

掃

奉

仕

体

験

二

O
肱

川

を

よ

ご

さ

な

い

工

夫

戸

O
そ
の
他
の
普
及
啓
蒙
、
雑
感
な
ど
/
ペ

応

募

区

分

ぐ

山

作

文

中

学

生

J

山
提
言
な
ど
一
般
古
川
民

応
募
規
定

山
未
発
表
の
創
作
品

ω作
品
は
、
原
稿
用
紙
(
四
百
字
詰
)

に
縦
書
き
と
し
、
枚
数
は
五
枚
以
内
。

山
原
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
(
中
学
生
は
、
学
枝
名

学
年
)
を
明
記
す
る
こ
と
。

応
募
締
切
り

昭
和
五
十
九
年
九
月
十
日

詳
し
く
は
、
保
険
衛
生
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
(
例

E
1
1
1内
線
2
6
0

iffkム必んヘ。アで、楽しく走ろう

第6回簡易保険・郵便年金

健康マラソン四国大会

昭
手口 「 ー
59生E I~子

三金毒
集住宇
2~ 暫

思議室
存資誘
開」

主色

利

率

年

六

%

融
資
額
二
百
七
十
万
1
一
千
万
円

申
込
取
扱
先
着
順

対
象
住
宅
の
新
築
・
購
入
・
増
築
な
ど

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
へ

官

0
8
9
Q
む
7
6
6
7

10月 7日(日)午前10時から

伊予郡松前町

重信川レク 1)エーションラ

イン、特設マラソンコース

5 km 般ペアコス

3 km親子ペアコス

参加料無料

時

所
日

場

手重目

参加申込み

受信期間 8 月 10 日 ~9 月 10 日

(当日消印有効〉

所定の申込用紙で申込

む。詳しくは大洲郵便

局へ

大会当日、参加者全員にTシャ

ツ、ゼト、ソケンを贈呈し、完走証を
発行します。

申込方法

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

病
弱
、
発
育
不
完
全
な
ど
、
や
む
得
な

い
理
由
の
た
め
、
義
務
室
育
の
就
学
を

猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
、

認
定
試
験
を
行
い
、
合
格
者
に
高
校
入

学
資
格
を
与
え
る
試
験
で
す
。

受
験
資
格

昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

満
十
五
歳
以
上
に
な
る
人

詳
し
く
は
、
大
洲
甫
整
育
委
員
会
学

校
教
育
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

官
(
匂

2
1
1
1内
線
3
8
3

家
庭
教
育
(
幼
児
期
)

相
談

子
ど
も
の
身
体
の
こ
と
、
知
能
や
学

習
の
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
問

題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
九
月
七
日
働

午
前
十
時
j
十
二
時
講
義

午
後
一
時
土
ニ
時
個
別
担
談

場
所
大
洲
保
育
所

指
導
者
愛
媛
大
学
医
学
部

小
野
従
道

愛
媛
県
連
合
婦
人
会

坂
本
徳
子

詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
体
青
課
ま
で

-.10-



道
路
は
広
く
有
効
に

利
用
に
は
許
可
を

道
路
は
、
い
つ
も
人
や
車
が
安
全
に

速
や
か
な
通
行
が
出
来
な
け
れ
ば
な
リ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
除
け
や
看
摂
か

無
造
作
に
設
置
さ
れ
た
り
、
商
庖
の
品

物
が
は
み
だ
し
た
り
し
で
い
ま
す
。
ま

た
、
自
転
車
、
単
車
な
ど
の
放
置
が
原

因
で
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
が
ス
ム
ー

ズ
に
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
随
所
に
見
、
つ

け
ら
れ
ま
す
。

道
路
の
利
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路

管
理
者
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
利
用
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご存知ですか-

建設業退職金共済制度

。大工、左官、とび、土工など建

設業の現場で働<人のために、

国が作った退職金制度です。

o加入申込みは、事業主が作業員

のために行います。

o退職金は、 1つの会社をやめた
ときでなく、建設業の中で働か

なくなった時、共済組合から直

接本人に支払われます。

0お問い合せはーーー

建設業退職金共済事業愛媛支部

(松山市二番町444建設会館内

官 0899⑩ 5324)

「
行
政
書
士

一
一
O番
L

電
話
で
無
料
相
談

各
種
の
行
政
手
続

き
や
許
認
可
申
請
の

疑
問
に
答
、
え
ま
す
。

期
間
十
月
-
日
1

五
日

時
間
午
前
十
時

i

午
後
四
時

愛
媛
県
行
政
書
士
会

0899 
23-1444 

身
体
障
害
者
福

ア
イ
デ
ア
募
集

身
体
障
害
者
の
方
々
は
、
症
状
や
程

度
に
応
じ
て
色
々
な
福
祉
機
器
を
必
要

と
し
で
い
ま
す
。

募
集
作
品

福
祉
機
器
の
ア
イ
デ
ア
(
身
体
障
害
者

の
自
立
白
助
に
役
立
ち
、
開
発
の
可
能

な
も
の
と
し
ま
す
。
)

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
福
祉
機
器
に

ま、O
補
装
具
(
義
肢
、
車
い
す
な
ど
)

O
生
活
用
異
(
特
妹
便
器
、
特
殊
寝
台
、

な
ど
)

0
自
助
車
(
外
出
用
、
更
衣
用
、
食
事

用
、
娯
楽
用
な
ど
)

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
も

の
の
開
発
、
改
良
な
ど
障
害
者
の
役
に

立
つ
ア
イ
デ
ア
な
ら
ど
ん
な
も
の
で
も

結
構
で
す
。

募
集
期
間

昭
和
五
十
九
年
十
月
三
十

一
日
ま
で

応
募
方
法

O
応
募
者
は
、
県
内
の
居
住
考
と
し
、

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
0

0
原
稿
用
紙

(
B
4版
、
四
百
字
詰
)

に
、
用
途
、
特
徴
な
ど
の
わ
か
る
説

明
文
と
、
説
明
図
な
ど
を
添
伺
す
る

こ
と
。

祉
機
器

O
別
の
一
枚
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
郵
便
番
号
-
職
業
(
学
生
の
場
合

は
学
摂
名
・
学
年
)
を
記
入
し
て
、

第
一
ペ
ー
ジ
に
と
じ
て
く
だ
さ
い
。

O
作
品
は
、
一
人
伺
点
で
も
結
構
で
す
。

入
選
。
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
各
一
点
(
賞
状

と
記
念
品
)

O
発
表
は
昭
和
六
十
年
二
月
上
旬
の
予

定
で
す
。

送
付
先
一
Tm
松
山
市
一
番
町
四
丁
自
四
の

一一愛
媛
県
生
活
福
祉
部
障
害
福
祉
課

「
福
祉
ア
イ
デ
ア
募
集
係
」

宮

0
8
9
q
必
2
1
1
1

JJ→ 



ず

投稿

粉
石
け
ん
を
使
っ
て

肱
川
を
守
ろ
う

消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
よ
り

おお広報

市
民
生
活
の
安
定
、
向
上
の
た
め
に

色
々
な
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
か
ら
投
稿
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
一
つ
、

肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
の
一
環
と

し
て
、
私
達
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
宇

和
島
市
の
ゴ
ミ
焼
却
場
、
廃
油
処
理
工

場
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

宇
和
島
市
で
は
、
早
く
か
ら
家
庭
で

使
い
古
し
た
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
と
し
て
粉
石
け
ん
を
作
っ
て
わ
ら
れ
、

粉
石
け
ん
の
使
用
率
が
高
い
よ
う
で
す
。

八
坂
石
け
ん
工
場
で
の
話
に
よ
る
と

家
庭
で
で
き
る
廃
油
を
各
グ
ル
ー
プ
で

ま
と
め
、
そ
れ
を
集
め
て
粉
石
け
ん
を

作
り
、
再
び
各
グ
ル
ー
プ
ヘ
届
け
て
い

る
そ
う
で
す
。

合
成
洗
剤
よ
り
、
分
解
が
速
い
の
で

海
、
河
川
の
汚
染
が
な
く
、
原
料
が
動

植
物
油
開
の
た
め
、
子
荒
れ
、
内
臓
障

害
が
な
く
安
全
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
洲
地
医
も
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
ま
れ

ば
廃
油
と
粉
石
け
ん
を
交
換
し
て
下
さ

る
そ
う
で
す
。

宇
和
島
市
効
外
で
は
市
の
ゴ
ミ
焼
却

場
が
建
設
中
で
し
た
。
当
日
雨
あ
が
り

で
足
も
と
が
悪
く
、
作
業
場
ま
で
は
人

れ
ず
外
か
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
が
、

近
代
的
建
物
で
ゴ
ミ
焼
却
場
と
い
う
印

象
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
焼
却
し
た

熱
を
利
用
し
て
ド
の
集
落
へ
温
ぷ
プ
ー

ル
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
パ
ラ
を
植
え
将
来
は
パ
一
フ

園
に
す
る
と
か
、
夢
の
あ
る
わ
話
も
伺

い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
手
で
き
れ

い
な
肱
川
を
、
い
か
に
し
て
守
る
か
で

し
た
。そ
こ
で
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

私
た
ち
市
民
一
人
一
人
が
日
常
使
用
し

て
い
る
合
成
洗
剤
の
こ
わ
さ
を
知
り
、

使
用
を
自
粛
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

そ
し
て
公
害
の
な
い
粉
石
け
ん
を
使

っ
て
き
れ
い
な
肱
川
を
守
り
た
い
も
の

で
す
。

大
洲
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

観光土産品春の部
アイデア入賞者きまる
民芸品の部

入選大抄i'Iでまり 田里子

佳作福招亀と幸せの鈴

大洲白J嵐会
お寿びのしきし

大洲白鳳会

食品の部

人選 野菜人り子打ちうどん

句を愛する会

ふき味そとくじゅう菜

の佃煮 旬を愛~J る会

臥龍もち 旬を愛する会

栄子

イ圭イ乍

訪奥

さ

ん

No.39 

蔵や

問

V
島
根
県
飯
石
郡
三
万
屋
町
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。

V
主
人
(
福
繁
さ
ん
)
と
は
大
阪
で
知

り
合
い
昭
和
四
十
年
に
大
阪
で
結
婚
し

ま
し
た
。
四
十
九
年
に
義
父
と
い
っ
し

ょ
に
住
む
た
め
に
大
洲
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

V
子
供
は
、
長
男
淳
(
高
三
・
十
八
歳
)

次
男
祐
二
(
高
一
・
十
五
歳
)
の
二
人

で
す
。

イ主イ乍

イ圭f乍
っ
ぱ
り
肱
川

松
井
美
智
恵
さ
ん
(
何
歳
)

V
言
葉
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
違
う
の
で

す
が
島
根
県
と
同
じ
よ
う
な
方
言
が
あ

り
、
そ
ん
な
に
と
ま
ど
い
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

V
人
間
性
と
い
う
か
、
人
情
も
似
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

V
住
ん
で
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
大
阪

に
一
時
期
住
ん
で
い
た
の
で
、
野
菜
な

ど
は
安
い
の
で
す
が
、
日
常
品
が
少
し

高
い
の
と
、
商
売
方
法
の
違
い
を
感
じ

ま
し
た
。

V
大
洲
で
一
番
好
き
な
も
の
は
、
や
っ

ぱ
り
肱
川
で
す
ね
。
大
川
あ
た
り
の
肱

川
は
素
晴
し
い
と
思
い
ま
す
。

V
子
ど
も
に
は
、
自
分
の
好
き
な
道
を

-
生
懸
命
歩
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
ま
す
。

V
主
人
に
は
、

A
7
の
ま
ま
で
健
康
に
注

志
し
て
、
老
後
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

新
刊
図
書
案
内

一12

良

寛

水

上

勉

著

ケ
ネ
デ
ィ
の
時
代
綜
合
社
編

森
林
沿
の
す
す
め
山
と
浮
谷
社

事

実

の

読

み

方

柳

田

邦

男

著

人

権

の

あ

ゆ

み

小

林

茂

編

燃
え
て
尽
き
た
し
斎
藤
茂
男
編

日
本
の
条
件
H
N
H
K
取
材
班

日
本
民
俗
文
化
大
系
8
村
と
村
人

お
母
さ
ま
の
さ
ん
す
う矢
野
健
太
郎
著

ツ
ル
は
な
ぜ
一
本
足
で
眠
る
の
か

ぐ
る
l
ぷ
・
ぱ
あ
の
編

医
界
、
腐
触
の
構
図
保
坂
正
康
著

へ

ん

ろ

み

ち

申

島

久

雄

画

高
校
野
球
の
青
春
神
田
順
治
著

瀬

古

利

彦

水

村

幸

治

著

文
章
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
白
井
健
策
著

現
代
ビ
ル
マ
語
入
門
大
野
徹
著

詳
解
日
中
辞
典
北
京
外
国
語
学
校
編

英
語
学
び
事
始
め
惣
郷
正
明
著

全
国
方
一
一
一
同
辞
典
1
・2
平
山
輝
男
編

山

本

周

五

郎

新

潮

社

現

代

詩

人

帖

篠

田

一

土

著

光
多
が
生
ま
れ
た
と
き友
田
多
喜
雄
著

上

海

ラ

ラ

バ

イ

村

松

友

視

著

冷
い
夏
、
熱
い
夏
吉
村
昭
著

夫

恋

記

十

返

千

鶴

子

著

恋

文

連

城

三

紀

彦

著

一一

O
一
(
)
年
宇
宙
の
旅

A
-
Cク
ラ
l
ク
著

書

館

図
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肱
川
流
域
の
開
発
を

七
月
七
日
、
市
役
所
で
、
大
洲
市
、
喜
多

郡
の
市
町
村
長
な
ど
関
係
者
J

F

一
十
人
が
集
ま

り
H

肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会
研
究
会
H

を
聞
き
ま
し
た
。
中
央
か
ら
2
人
の
講
師
を

招
き
、
こ
れ
か
ら
の
肱
川
流
域
の
開
発
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
み
ん
な
で
郷
土
美
化

七
月
十
五
日
、
市
内
各
地
で
一
斉
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、
美
し

い
住
み
よ
い
街
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぬ
相

ずおお広報

留学生、市長を訪問
ロータリークラブの交換留学生として大川を訪

れていたアメリカの学生が、 7月17U、市役所を
訪れ、近田市長と歓談しました。

基幹集落センター落成式
7月16日、蔵川地[2<:に基幹集落センター
が完成し、落成式が行われました。地区待

望の施設で、コミュ二子イの中心にと期待

されています。

市
職
員
の
採
用
試
験

大
洲
市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
わ
り
実
施

し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

・
十
事
務
職
員
男
約
九
人

・

助

産

婦

女

二

人

受
付
期
間
九
月
三
口

1
十
」
一
日

郵
送
の
場
合
九
月
十
二
日
消
印
ま
で
。

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
凶
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採

用
試
験
案
内
し
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
長
公
室
に
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
2
1
・2
2
3

13← 

秋
の
交
通
安
全
運
動

9
月
引
日

1
初
日



ず

保
纏
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

おお

乳
幼
児

健

広報

圭占、
宮古語

実

施

日

該

当

者

9
月
4
日
(
火
)
昭
和
回
年
4
μ
坐

9
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
1
日
生

9
月
日

H
(木
)
昭
和
田
年
2
月
生

9
月
四
日
(
火
)
昭
和
田
年
目
月
生

9
月
お
日
(
火
)
昭
和
田
年
8
日
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
却
分

i
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

母

42 
事見

学

手投

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
わ
母
さ
ん
を
対

象
仁
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加

宮
(
⑩

3
?
?
5

く
だ
さ
い
。

日
程
9
バ
H
H

妊
娠
中
の
保
健

9
川
小
品
川
妊
点
い
仰
の
…
米
長
と
両

日
リ
ロ
日
む
践
の
準
備
と
は
れ
過

叩
け
お
日
乳
幼
児
の
保
健
、
お
胤
ul-

-
川
9
日
比
後
の
保
健
、
家
族
計
一
向

寺
明
司

3
k寸
1
5
5

日
R

I

H

l

H

固
有
却
「
片
川
本
安
王
七
ン
タ

1

1
戸

イ
i
収
M

一

プ

料

金

託

行

川

胃
が
ん
の
集
団
検
診

9
川
山
口
(
け
)
一
千
肝
述
給
所

9
川
口
日
(
火
)
出
久
米
。

9
日
ロ
日
(
ル
小
)
菅
川

9
月
日
日
(
木
)
菅
国
ク

9
月
比
日
(
金
)
大
川

9
月
四
日
(
ぷ
)
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

8
時
i
m時
部
分

料
金
九
百
円

成
人
病

結
核
の
集
団
検
診

実
施
日
と
場
所

9
日
5
U
(
永
)
八
多
喜
連
絡
所

9
日
6
1
(
本

)

八

多

喜

ク

9
月
四

μ
(水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

9
月
幻
け
(
木
)
菅
凹
連
絡
所

9
川
部

μ
(金
)

菅

田

ク

受
付
時
間

9
時
加
分

1
日
時

3
主
寸

1
4土
寸

1
i
ロμ
1

よ
口
μ

料
金
は
無
料
で
す
。
婦
人
の
人
に
は

貧
血
検
査
も
行
い
ま
す
。

婦
人
の
集
団
検
診

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

実
施
日
と
場
所

9
月
四
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容
(
)
は
料
金

チ
宮
が
ん
検
診
(
七
百
円
)

乳
が
ん
検
診
(
二
百
円
)

受
付
時
間
日
時
i
H
時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)
神

9
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

9
月
白
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
宮
(
ω
3
1
6
5

999999  
月月月月月月
24 23 16 15 9 2 
日日日日日日

9
月
初
日

大
洲
中
央
病
院

E
@
4
5
5
1
 

市
立
大
洲
病
院

宮
⑫
2
1
5
1

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

軽にご利用ください。

惨交通事故相談

と き 9月10日 10日寺一15R寺

9月20日ク

ところ 市役所第三会議室

砂人権相談

と き 9月20日 13日寺一 16日、子

ところ 社会福祉協議会事務局

炉心配ごと相談

とき 9月 3U 

9月10U

9月25日

ところ 社会福祉協議会事務局

険家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 9月 8EJ 10日寺一15日寺

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

くださしミofi⑪ 3794 (王木)

砂社会保険相談

と き 9月20日 9 H寺-16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

とき 9月27日

13時一16時

ところ 大洲市保健センタ

対象的歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大川[fi

⑪ 6100)、大洲福祉会

館(新谷E⑫ 0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

13日寺一 16H寺

ryモ，
z、-u 内

休日の漏水修理 (8;':判長。。 お あ 九験h嵯ヨ条ド止る。大

長水手tっ1そ1でけわ いかと 行市は十l日什月 日 当番業者 ft 

9月2日 原 -t3X IL {稿 24-3783 
J心 lまっし目玄

9月 9日 淳山水道工事!苫 24-2583 があてた川

9月15日 いの水道工事庄 24-2216 
けり、こが節
ままオてとあ

9月16日 内田電気水道設備 25-5532・25-2858 しせはがる水

9月23日 大塚鉄工所 25-0300 ょん無あた をつ 。尽りめ
9月24日 同福水道工事底 24-3556 。日蔵ま 、 ノ

9月30日 奥田水道商会 25-4107・24-3674 b頁にせ*.

14 

後

「
戸
U==ロ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
「
家
族
や

社
会
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る
。
」
と
半
数
以
上
の
お
年
寄
り
が
思
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
気
持
ち
を
家
庭
や
地
域
社
会
で

生
か
す
た
め
に
は
、
家
族
や
近
所
の
人

の
努
力
も
必
要
で
す
。

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
こ
の

日
を
機
会
に
お
年
寄
り
の
社
会
参
加
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

(
M
)
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